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眼内レンズ表面付着物の細胞同定

菅井  滋,石橋 達朗,久保 田敏昭,大西 克尚,猪俣

九州大学医学部眼科学教室
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要  約

猿に眼内レンズを移植 し,2週間後に眼球摘出を行い,実体顕微鏡を用いてレンズ表面の付着物 を観察 した。

その時,観察 された付着物を切 り出 して,走査型電子顕微鏡 と透過型電子顕微鏡にて観察 し,付着物 として存

在する細胞を同定 した。実体顕微鏡では主に0.1-0.3mmの 大型の細胞様付着物 と小 さな点状の細胞様付着物

が観察された.大型の細胞様付着物は多核巨細胞で,ノ」ヽさな点状の細胞様付着物はマクロファージであること

が透過型電子顕微鏡によって同定できた。 (日 眼会誌 94:937-940,1990)

キーワー ド :眼内 レンズ,走査型電子顕微鏡,透過型電子顕微鏡,多核巨細胞,マ クロファージ
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Abstract
We performed posterior chamber lens implantation in a monkey eye and removed the lens on the

14th day after implantation. Cellular deposits on the IOL were observed by a dissecting microscope.
Two kinds of cells, large and small, were observed on the lens surface. The large cells constituted the
rnajor propotion of the deposits. The same cellular deposits, which were observed by the dissecting
microscope, were examined by scanning electron microscopy and then by transmission electron
microscopy. The large cells had the structural features of multinucleated giant cells, and the small
cells were macrophages. (Acta Soc Ophthalmol Jpn 94: 937-940, 1990)

Key words : Intraocular lens, Scanning electron microscopy, Transmission electron microscopy,
Multinuceated giant cells, Macrophages

I緒  言

眼内レンズ移植後にはしばしばレンズ表面に種々の

細胞が付着する。眼内 レンズ移植後にス リットランプ

で観察されるレンズ表面の色素を伴った細胞様付着物

が何であるかはまだ確定されていない。臨床的にはこ

の付着物はスペキュラーマイクロスコープにて観察で

きるが1), この方法では細胞の同定は困難である。ま

た,組 織 学 的 に は Wolter2)～ 5)の
開 発 した lmplant

Cytology Techniqueや走査型電子顕微鏡で細胞の全

体像や,表面構造が観察されてきた.しかし, このよ

うな方法では細胞の大まかな形態は観察 されても細胞

の同定は不可能である6)～ 7).ま た透過型電子顕微鏡8)11)

のみによる観察では,同定は可能であるが,ス リット
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ランプにて観察された細胞 との関連性を論じることは

困難である。

今回我々は,猿眼に移植された眼内レンズ表面の付

着物を実体顕微鏡にて観察し, この時みられた付着物

を切 り出して走査型電子顕微鏡にて表面構造 を観察

し,さ らにそれをエボンに包埋後,超薄切片を作成 し,

その微細構造を透過型電子顕微鏡にて観察して細胞を

同定した .

II 実験方法

1.実験動物および手術方法

体重約 7 kgの 日本猿 (Macaca fuscata)1頭 をベ

ン トバルビタールと塩酸ケタ ミンにて麻酔 した。 トロ

ピカマイ ド,塩酸フェニレフリン, インドメタシンの

点眼にて散瞳した後,角膜切開にて水晶体嚢外摘出術

を行い,光学部がポ リメチルメタクリレー ト,ル ープ

部がポ リプロピレンの後房 レンズを移植し, 8-0シ
ルクにて縫合した。手術直後に抗生物質の点眼を行っ

た。術後 2週間 目に眼球摘出し,病理組織学的検討の

材料 とした。

眼内 レンズ移植後,2週間 目に摘出された眼球では,

後房 レンズは嚢外固定されていた .

2.病理組織学的検討

眼球摘出後直ちに眼球全体を 4%グルタールアルデ

ヒド0.lMカ コジル酸緩衝液にて固定 した。固定約60

分後に眼球を半切 し,眼内 レンズを灌流液の入った

シャーレに入れ,透過光を用いて眼内レンズの硝子体

面から実体顕微鏡にて観察 した。次にレンズのみを摘

出し,実体顕微鏡にてレンズの前房側の表面を観察 し

た。次に, このレンズを四分の一に切断し,エ タノー

ル系にて脱水し,酢酸イソア ミルで処理を行って,臨

界点乾燥 し,白 金パラジウムを蒸着した.実体顕微鏡

にて見られた付着物 と同一部位の表面構造を走査型電

子顕微鏡にて観察 した。走査型電子顕微鏡で観察 した

レンズを再度エタノール系で脱水 し,眼内レンズの表

面が見えるようにエボンに包埋 した。実体顕微鏡およ

び走査型電子顕微鏡写真を見ながらエボン包埋標本を

トリミングして目標とする付着物の切片を作成 し, ウ

ラン染色を行い,透過型電子顕微鏡にて観察 した。

III 結  語

眼内レンズ表面には主に 2種類の付着物が観察され

た。一つは比較的大型の扁平な付着物で, もう一つは

小さな点状の付着物であった。
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1.扁平な細胞様付着物

実体顕微鏡所見 :直径約0.1～ 0.3mmで色素を伴っ

た類円形の付着物は眼内 レンズ中央表面に付着してい

た。 レンズの辺縁には見 られなかった。また眼内レン

ズの後嚢側の面上にもこのような付着物は見 られな

かった (図 1,大矢印)。

走査型電子顕微鏡所見 :中央がやや隆起 した扁平な

細胞で,表面には多数の偽足がみられ,細胞の辺縁で

はレンズ表面に偽足を伸ばしていた。また辺縁がレン

ズ表面 よりめくれ上がっている所も見られた.こ の細

胞の周囲には数10μmの球形の細胞が数個隣接 してい

た (図 2)。

透過型電子顕微鏡所見 :細胞の表面に多数の偽足突

起がみ られ,数個のやや変形 した核が認められた。細

図 1 移植後, 2週間後に摘出された眼内レンズ前房

側の実体顕微鏡写真.直径約0.lmmの 中央がやや

隆起した扁平な細胞様付着物 (大矢印)と小さな付

着物 (小矢印)が見られる.× 37

図 2 図 1の大矢印の細胞の走査型電子顕微鏡写真.

中央がやや隆起し,表面には多数の突起がみられる

(直径 :110μ m)× 350
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図 5 実体顕徴鏡でみられた小さな細胞の透過型電子

顕微鏡写真.細胞の表面には偽足突起がみられ,核
は類円形で,切れ込みが見られ, クロマチンは核膜
に接して密集している.細胞質には粗面小胞体や多

数のライソゾームと貪食 した色素顆粒が見 られ

る。×7100

透過型電子顕微鏡所見 :細胞の表面は蒸着膜に覆わ

れていた。多数の偽足突起がみられ,核は類円形で,

切れ込みが見られ,ク ロマチンは核膜に接 して密集 し,

細胞質には粗面小胞体や多数のライソゾームと貪食し

た色素顆粒が見られた(図 5).以上より, この小さな

細胞はマクロファージと同定した.

IV 考  按

眼内 レンズの表面には多数の付着物が実体顕微鏡に

て観察 される。実体顕微鏡的観察はス リットランプや

スペキュラーマイクロスコープで観察される時とほぼ

同様に生体観察に近い状態で観察可能である。実際,

ス リットランプによる生体観察と実体顕微鏡による観

察を比較 してみると, ス リットランプによる観察は倍

率,解像力,光源等の問題のため,色素を伴った細胞

様付着物の色素の付着は観察されるが,細胞全体像を

観察することは困難である。また,小 さな点状の細胞

も観察が困難なことが多い。実体顕微鏡による方法は

眼内 レンズを灌流液の入ったシャーレに入れ透過光を

:O LII II_二 _
|‐   .~    10μ

図 3 図 2の 細胞の透過型電子顕微鏡写真.数個の核

(大 矢印1と 多数の空胞化がみられ,細胞表面には蒸

着膜 (小矢印)に覆わオ]て いる.X l100

105`   :‖り   ‖1,0日 o  lo「 11 11D3,

図4 実体顕微鏡にて点状に見えた細胞 (図 1,小矢
印)の走査型電子顕微鏡写真.球形で細胞の表面に

は突起がみられ, レンズ表面には突起が伸 びてい

る。×1000

胞質には空胞 と貪食した色素顆粒がみられた。また細

胞の表面には白金バラジウムの蒸着によって生 じた多

数の微細沈着物がみられた(図 3).以上より, この胞

様付着物は多核巨細胞 と同定 した。

2.小 さな点状の付着物

実体顕徴鏡所見 :小 さな付着物はレンズ表面の扁平

な付着物の間と眼内レンズの辺縁に散在していた。ま

た レンズの裏面にも小数の点状の付着物が見 られた

(図 1,小矢印).

走査型電子顕微鏡所見 :10μm位の球形の細胞で,

その数は少なく,眼内レンズ表面の多核巨細胞の周囲

に付着 しているものが観察された.細胞の表面には多

数の突起が見られ, レンズ表面には長い突起を伸ばし

ていた (図 4).
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用いて行 うと,細胞の全体像が観察可能である.ま た,

生体観察の一つであるスペキュラーマイクロスコープ

にて観察される細胞様付着物
1)と 同様の所見が得られ

る。つまり,ス リットランプにて観察 される細胞様付

着物は実体顕微鏡を用いることによって明確な像が得

られ, しかも生体観察 と同様な所見が得 られる。

今回,実体顕微鏡にて観察された比較的大型で類円

形の細胞は大きさが100-300μmで,色素を伴ってい

た。 これは大原や1),Wolter2)～ 5)が 報告 した foreign

bOdy giant cellと 類似する。それを走査型電子顕微鏡

的に観察すると,Sievers'6)や Kappelhofら 7)が報告 し

た細胞 と類似し,透過型電子顕微鏡的観察で多核巨細

胞であることが確認 された。この多核細胞は空胞化が

起 こっており,細胞の活動性が落ちていることが示唆

されたn).小 さな点状の細胞は走査型電子顕微鏡では

主に多核巨細胞の周囲に散在していた.マ クロフア~

ジは癒合して多核巨細胞を形成すると考えられている

が9)10),観 察されたマクロファージが癒合する前のも

のかどうかははっきりしなかった。

以上 より,ス リットランプにて観察 され る色素を

伴った比較的大型の細胞様付着物は多核巨細胞で,小

さな細胞はマクロファージであることが確認された。
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